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き
み
の
夢
は
何
で
す
か

ど
ん
な
希
望
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
か

将
来
、
ど
ん
な
人
に
な
っ
て
、

ど
ん
な
滋
賀
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
か

「
自
分
だ
け
」、「
今
だ
け
」、「
も
の
だ
け
」
で
な
い

「
新
し
い
豊
か
さ
」
を
み
ん
な
で
考
え
、

夢
や
希
望
に
み
ち
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

滋
賀
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

滋賀のこれから
きみのこれから
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人口が減り、
お年寄りの割合が増える

　滋賀県の人口は、平成52年（2040年）に約10万

人減るとともに、子どもの数が減り、お年寄りの数が

増えていきます。このことにより、さまざまな問題が

起こると予想されていることから、対策が必要です。

みんなで社会を
つくることが必要

　働きざかりの年代の人が減っ

ていく中では、若者や女性、お年

寄り、障害のある人など、みんな

が社会づくりに参加することが

必要です。

文化や
スポーツの力で
地域を元気に

　滋賀県は、全国有数の文化財を有する

など文化にめぐまれています。平成36年

（2024年）には国民体育大会（国体）、全

国障害者スポーツ大会が開
かいさい

催されます。

これらを活かして地域が元気になるよう

な取組が求められています。

「たくましく生きる力」が
必要

　変化のはげしい時代の中で、学習への

意欲、学力、体力の向上、社会への適応力

など、「たくましく生きる力」を身につけるこ

とが大切です。

グローバル化、
人口減少時代の
これからの産業

　世界中の企
き

業
ぎょう

が競争する中で元気な

滋賀であり続けるために、成長産業や

地域の良いものを活かした産業を伸
の

ば

すことが必要です。

　また、農山村地域から人が減る中、

みんなの食や琵琶湖を支える農林水産

業の魅
み

力
りょく

を伸
の

ばすことも必要です。

増える自然災害
安全・安心な
滋賀づくりを

　異常気象による水害・土砂災害が

増えています。また、巨
きょだい

大地
じ

震
しん

の発

生も心配されています。

　そのため、防災のための取組を

進め、安全・安心な滋賀をつくって

いく必要があります。

お年寄りの割合が増えるお年寄りの割合が増える

人口数の推移（全国、滋賀県）

実績値 推計値

(図）日本の地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）より作成
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いま時代は、
大きな曲がりかど！
滋賀も、さまざまな問題を抱

かかえ

えています！

　異常気象による水害・土砂災害が

増えています。また、

文化や文化や
スポーツの力で
地域を元気に

複雑化・多様化する
環
かん

境
きょう

問題
　地球温暖化により世界の平均気温が

上
じょうしょう

昇し、異常気象などが増えています。

　また、琵琶湖では、ブラックバスなど

外
がい

来
らい

種
しゅ

が増え、固有の魚
ぎょかいるい

介類が減ったり、

水草が異常に生え水
すいしつ

質が悪化したりする

など生態系に大きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えています。

ぼ
く
た
ち 

わ
た
し
た
ち
の

問
題
だ
か
ら

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！
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ここが強い、
滋賀！！
伸
の

ばして、活かし
て、みんなで地

域を豊かに！

ここが強い、ここが強い、ここが強い、ここが強い、ここが強い、ここが強い、

ともに
地域を支えあう
多
た

彩
さ い

な人

未来を創
そうぞう

造する
技術やノウハウ

ほこりを高める
歴史・文化

滋賀の発展を
支える
地の利

めぐみをもたらす
豊かな自然

琵琶湖をはじめとする

豊かな自然環
かん

境
きょう

にめぐまれ

ています。こうした環
かん

境
きょう

は、近
おう み

江

米、近
おうみ

江牛、近
おうみ

江の茶、湖
こ

魚
ぎょ

など

滋賀ならではの自然のめぐ

みを与えてくれます。

近畿と中部、北陸を結

ぶ場所に位置し、古くから

交通の重要な地点とされてき

ました。今も、高速道路や新幹

線、鉄道などが交わり、交

通が便利な県です。

国宝・重要文化財の数

は全国第４位で、歴史資源、文

化・芸術環
かん

境
きょう

にめぐまれています。

自然や文化を地域が守ってきた伝

統と知恵があるとともに、近江商

人の「三方よし」※の思想も引き

継がれています。

内陸工業県として、産業

が集まっています。これまで多

くの会社が技術開発に取り組

み、独自の技術やノウハウを

たくさん持っています。

自分たちの地域は自分た

ちの手でつくるという心、福祉

など支えあいの心、伝統的な地

域のつながりなどが滋賀には

根付いています。

は全国第４位で、歴史資源、文

ぐまれています。

自然や文化を地域が守ってきた伝

江商

の思想も引き

滋賀の発展を

※ 「売り手よし、買い手よし、世間よし」という近
おうみ
江商人の家訓で、商

人が利益を得るばかりでなく、消費者も喜び、さらには地域社会全
体が豊かになることを考えなければならない、という経営理念。4 5



　2ページから3ページで学んだとおり、今、滋賀県は、人口減少など時代

の大きな曲がりかどを迎
むか

え、将来に対する不安が広がっています。このよう

な時だからこそ、そうした不安を安心に変え、夢や希望を抱
いだ

くことができる

豊かな社会をつくるためにはどうすればいいか、考えることが必要です。

　滋賀には長い歴史があります。今までも、滋賀に住んできた人たちは、時代とともに

変化するさまざまな課題に向き合い、次の世代の人たちのために行動してきました。

そうした歴史と伝統に学びながら、「滋賀の強み」を活かし、将来の人たちのことも考え

た新しい豊かさをみんなで追い求めていきましょう。

　「新しい豊かさ」の実現に向け、きみが親の世代になる平成52年

（2040年）頃
ころ

にも「このように豊かでありたい」と願う望ましい姿を、「５つ

のめざす姿」として描
えが

きました。

　自分にとって、地域にとって、将来の子ども

たちにとって、これからの滋賀県が、どのよう

になればいいと考えますか。また、その実現

のためにどのような行動をしますか。みんな

で考えてみましょう。

滋賀からみんなでつくる
新しい豊かさ

みんなが 将来も持続的に 実感できる
「心」の豊かさ

「自分」の
豊かさ

「今」の
豊かさ

「もの」の
豊かさ

県民一人ひとりが考え、行動することで
つながりや調和のある豊かさ実感・滋賀の実現をめざします

5 の ざつ め す 姿

5 安全・安心
将来への不安を安心に変え、
安全・安心に暮らせる滋賀

4 県土
暮らしと産業を支える
基
き

盤
ばん

が整い、
人やものが行き交う
元気な滋賀

3 自然・環境
美しい琵琶湖を
大切にする、
豊かな自然と
共生する滋賀

1 ひと
互
たが

いに支え合い、
誰
だれ

もが自らの能力を
発揮し活

かつやく

躍する、
夢や希望に満ちた滋賀

2 地域の活力
滋賀の力を伸

の

ばし、
活かす、誇

ほこ

りと
活力に満ちた滋賀

1 1 
滋賀の力を
活かす、
活力に満ちた滋賀

めざせ、
新しい豊かさ！
夢や希望に満ち

た豊かさ実感・
滋賀

～みんなでつく
ろう！ 新しい豊

かさ～
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「7つの重点政策」で、新しい豊かさの実現をめざします！

子どもの生きる力を育
はぐく

み、
若者や女性が
輝
かがや

く社会の実現

重点政策

1

子どもの生きる力を育
はぐく

み、
若者や女性が輝

かがや

く社会の実現

重点政策

1

滋賀の強みを活かし、
新たな強みを生み出す

滋賀発の産業の創
そう ぞ う

造

重点政策

3

豊かに実る
美しい地域づくりと
滋賀・びわ湖ブランド
の発信

重点政策

5

すべての人に
居場所と出番があり、
最
さい

期
ご

まで充
じゅう

実
じつ

した人生を
送れる社会の実現

重点政策

2

琵琶湖をはじめとする
めぐみ豊かな環

かん

境
きょう

と
いのちへの共感を
育
はぐく

む社会の実現

重点政策

4

「文化とスポーツの力」を
活かした
元気な滋賀の創

そうぞう

造

重点政策

6

人やものが行き交う

活力ある県
けん

土
ど

づくりと
安全・安心社会の実現

重点政策

7

夢に向かって
一歩ずつ！ 　安心して出産や子育てを行える環

かん

境
きょう

づく

りが必要なため、子どもを生み育てるため

の医
い

療
りょう

の充
じゅう

実
じつ

を図ったり、子育てをしながら

仕事をできるように取り組んだりします。

　子どもたちがたくましく生きる力を身につ

けるため、学校・家庭･地域が協力して、学力

や体力をはじめとする一人ひとりの能力を

伸
の

ばせるよう取り組みます。

　女性や若者が安定した仕事につけるよう

にするとともに、家庭も充
じゅう

実
じつ

できるように取

り組みます。

子
ど
も
の

「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」を

育
む
教
育
の
推
進

子
ど
も
を
安
心
し
て

生
み
育
て
る
た
め
の

切
れ
目
の
な
い
支し

援え
ん

若
者
や
女
性
が
働
き
、

活か
つ

躍や
く

で
き
る

社
会
づ
く
り
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すべての人に居場所と出番があり、
最
さい

期
ご

まで充
じゅう

実
じつ

した人生を送れる社会の実現

重点政策

2
　障害をもっている人やお年寄りをはじめ、

あらゆる人がいきいきと働くことができ、生

きがいをもって地域で活
かつやく

躍できる社会づく

りに取り組みます。

　年をとっても健康的に日常生活を送れる

よう、病気の予防につながる取り組みを行

います。

　自宅で診
しんさつ

察を受けられるように多くの医

師や看護師を育てるなど、医
い

療
りょう

や福
ふく

祉
し

の充
じゅう

実
じつ

を図っていきます。

滋賀の強みを活かし、新たな強みを
生み出す滋賀発の産業の創

そ う

造
ぞ う

重点政策

3
　地域の資源を活かした産業を育てるとと

もに、滋賀の企
き

業
ぎょう

が海外でがんばれるよう

に取り組みます。

　滋賀には、水分野や環
かん

境
きょう

分野などの産業

や技術、人が集まっています。こうした強み

を活かして、新しい製品の開発などが進む

よう取り組みます。

　太陽光発電など地域で使うエネルギーは

地域でうみ出せるようにするとともに、効率

的にエネルギーを使っていけるよう技術の

開発を進めます。

地
域
を
支
え
る

医い

療り
ょ
う

福ふ
く

祉し

・

在ざ
い
た
く宅

看み

と取
り
の
推
進

高こ
う
れ
い
し
ゃ

齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
、

誰だ
れ

も
が
働
き
、活か

つ
や
く躍
で
き
る

社
会
づ
く
り

健
康
寿じ

ゅ

命み
ょ
う

を
伸の

ば
す
た
め
の

予
防
を
重
視
し
た

健
康
づ
く
り
の
推
進

地
域
を
支
え
る

祉
・

ば
す
た
め
の

こ
れ
か
ら
の

時
代
を
切
り
拓ひ

ら

く

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

滋
賀
の
潜せ

ん
ざ
い在
資
源
を
活
か
し
た

地
域
産
業
の
育
成
と

海
外
展
開
支し

援え
ん

支
援

地
域
主し
ゅ
ど
う導

に
よ
る

「
地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
う

型が
た

」・

「
自じ

立り
つ

分ぶ
ん
さ
ん
が
た

散
型
」の

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
づ
く
り

」・

拓ひ
ら

く

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
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琵琶湖をはじめとするめぐみ豊かな環
かん

境
きょう

と
いのちへの共感を育

はぐく

む社会の実現

重点政策

4
　琵琶湖など豊かな自然を将来の人たちに

引きついでいくために、水
すいしつ

質や生き物を守

り、再生する取組を進めていきます。

　なるべく電気やエネルギーを使わないで

すむ社会が実現するように取り組みます。

　こうした環
かん

境
きょう

を守るための行動をみずか

らが進んで行う人を育てるため、環
かん

境
きょう

学習

を行っていきます。

豊かに実る美しい地域づくりと
滋賀・びわ湖ブランドの発信

重点政策

5
　滋賀の農林水産業を担

にな

う人を育てるととも

に、琵琶湖を取り巻く農地や森林を保全します。

　近
お う み

江米や近
お う み

江牛、近
お う み

江の茶、湖
こ

魚
ぎょ

などの

農産物を「滋賀・びわ湖ブランド」として、県

外に広めるとともに、地域で生産したものを

できるだけ地域で消費できるように取組を

進めます。

　「滋賀ならでは」の農産物や歴史･文化を

活かした観光の取組を広めることにより、滋

賀への観光客を増やしていきます。

滋
賀
の

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と

地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
う

の
推
進

琵
琶
湖
環か
ん

境き
ょ
うの

再
生
・
継け

い

承し
ょ
う

環か
ん

境き
ょ
う

の
未
来
を
拓ひ
ら

く

「
人
」・「
地
域
」の
創そ
う
ぞ
う造

拓ひ
ら

く

「
人
」・「
地
域
」の
創そ
う
ぞ
う造

低て
い

炭た
ん

素そ

化か

な
ど

環か
ん

境き
ょ
う

へ
の
負ふ

か荷
が
少
な
い

安
全
で
快
適
な
社
会
の
実
現

が
少
な
い

な
社
会
の
実
現

琵
琶
湖
環か
ん

境き
ょ
うの

再
生
・
継け

い

承し
ょ
う

滋
賀
の
強
み
を
活
か
し
た

農
林
水
産
業
振し

ん
こ
う興

と
魅み

力り
ょ
く

あ
る

農の
う
さ
ん
ぎ
ょ
そ
ん

山
漁
村
づ
く
り

山
漁
村
づ
く
り

「
滋
賀
な
ら
で
は
」の

特
色
を
活
か
し
た
、

魅み

力り
ょ
く

あ
ふ
れ
る
観
光
の
創そ
う
ぞ
う造

「
滋
賀
な
ら
で
は
」

「
滋
賀
な
ら
で
は
」のの

特
色
を
活
か
し
た
、

あ
ふ
れ
る
観
光
の
創そ
う
ぞ
う造
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「文化とスポーツの力」を
活かした元気な滋賀の創

そうぞ う

造

重点政策

6
　平成32年（2020年）にはオリンピック・パ

ラリンピック東京大会が開
かいさい

催されることか

ら、各国の事前合宿が滋賀で行われるように

取り組みます。

　滋賀には、世界にほこれる文化財や美術

作品がたくさんあります。こうした魅
み

力
りょく

ある

「美の滋賀」を世界に広めるとともに、文化

活動を支
し

援
えん

します。

　平成36年（2024年）に滋賀県で国民体育

大会（国体）や全国障害者スポーツ大会が

開
かいさい

催されることをきっかけに、地域での運動

やスポーツ活動の充
じゅう

実
じつ

に取り組みます。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

元
気
な
滋
賀
づ
く
り

人やものが行き交う活力ある県
け ん

土
ど

づくりと安全・安心社会の実現
重点政策

7
　鉄道や道路が便利に使えるように整備を

行います。また、古くなった施
し

設
せつ

などは計画

的に修理などを行っていきます。

　災害が起こった時に備え、ひなん場所の整

備や洪
こうずい

水や土砂くずれなどが起きない対策を

進めるとともに、防災訓練など自分のことは自

分や地域のみんなで守る取組を行います。

　防犯のためのパトロールや、通学路での

交通安全への取組を行うことにより、安全・

安心な社会をつくります。

地
域
を
元
気
に
す
る

文
化
振し

ん
こ
う興

と

「
美
の
滋
賀
」づ
く
り

県
民
が
元
気
に
な
る

ス
ポ
ー
ツ
振し

ん
こ
う興

と

県
民
総
参
加
に
よ
る

国
体
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開か
い
さ
い催

に
よ
る

か
い
さ
い

地
域
を
元
気
に
す
る

づ
く
り

災
害
に
強
い
県け

ん

土ど

づ
く
り
と

自じ

助じ
ょ

・
共き

ょ
う

助じ
ょ

に
よ
る

地
域
防
災
力
の
向
上

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充じ
ゅ
う

実じ
つ

と
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

戦せ
ん

略り
ゃ
く

的て
き

維い

じ持
管
理

づ
く
り
と

づ
く
り
と

づ
く
り
と

犯
罪
の
起
き
に
く
い

社
会
づ
く
り
と

事
故
の
な
い

交
通
環か
ん

境き
ょ
う

の
構こ
う
ち
く築
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